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♦
令
和
７
年
度 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
17
日
（
土
）
於 

阿
波
観
光
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
階 

ロ
イ
ヤ
ル
パ
レ
ス
に
て 

 
 
 
 

本
年
度
の
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
は
、
あ
い 

に
く
、
雨
催
い
の
五
月
の
空
の
も
と
で
し
た
が
、 

恙
な
く
開
催
し
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
通
り
、 

和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
も
と
、
依
岡
隆
児
徳
島 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
「
開
会
の
辞
」
で
幕
が
上 

が
り
、
続
い
て
作
詩
家
で
日
本
音
楽
著
作
権
協 

会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
正
会
員
の
東
根
泰
章
氏 

の
講
演
「
歌
謡
詩
を
作
っ
て
60
年
」
に
聞
き 

入
っ
た
後
、
総
会
議
事
に
入
り
、
熱
心
な
議
事 

運
び
で
異
事
な
く
進
行
し
、
議
事
は
す
べ
て 

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
本
年
度
の
主
要
行
事
の
一
つ
、
県
民 

文
化
祭
の
テ
ー
マ
「
記
者
が
見
つ
め
た
徳
島
の 

作
家
と
文
学
」（
仮
称
）
に
つ
い
て
の
説
明
と
、 

新
た
な
活
動
と
し
て
、
県
立
文
学
書
道
館
と
の 

共
同
事
業
と
な
る
、
徳
島
県
ゆ
か
り
の
作
家
で
、 

代
表
作
『
眉
山
』
の
著
者
、
森
内
俊
雄
の
文
学 

碑
を
眉
山
頂
上
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
建
立
す
る 

企
画
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の 

件
に
関
し
ま
し
て
も
、
今
後
会
員
皆
様
の
ご
協 

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
総
会
の
圧
巻
は
、
参
加
者
自
ら
の 

近
況
報
告
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
し
ぶ
り
が 

次
々
に
感
染
し
、
会
場
は
爆
笑
に
包
ま
れ
ま
し 

た
。
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
盛
り 

上
が
り
は
久
し
く
、
会
員
の
連
帯
意
識
の
表
れ 

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
朗
ら
か 

で
楽
し
い
総
会
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 

♦
令
和
６
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式 

 

 
 
 
 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
会
場
に
て
同
時
開
催 

 

例
年
通
り
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
第
42
号
に
於
い
て
優
れ
た
作
品
を
発

表
さ
れ
た
方
々
に
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
が
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
会 

 
 
 

場
に
て
、
依
岡
会
長
手
ず
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
栄
誉
を
称
え
、
肖
像
写
真
と 

そ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
併
せ
て
こ
こ
に
掲
示
い 

た
し
ま
す
。
謹
ん
で
お
喜
び
を
申
し
上
げ
敬
意
を 

表
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後 

と
も
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
と
共
に
、 

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
増
々
盛
ん
に
繰
り
広 

げ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。 

・
Ａ
部
門
（
散
文 

小
説
・
随
筆
・
評
論
等
） 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
「
箱
膳
」 

吉
田 

徳
子 

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タ
イ
ト
ル
賞
「
老
春
っ
て
何
だ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
條 

孝 
  

様 

・
Ｂ
部
門
（
韻
文 

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
現
代
詩
等
） 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
「
空
か
ら
人
が
」 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

山
本 

枝
里
子 

様 

タ
イ
ト
ル
賞
「
開
け
て
は
な
ら
ぬ
」 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

松
尾 

初
夏 

様 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 

  
 

 

         

開
会
の
辞 

依
岡
会
長 

 

講
師
東
根
様
の
熱
弁 

依岡隆児会長 

賞
状
授
与
式 
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●
『
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
43
』 

会
員
一
般
作
品
お
よ
び
丁
山
前
会
長
追
悼
文
の
締
切
が
近
づ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
９
月
30
日
締
切
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。
人
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
残
せ
ま
す
が
、

今
の
心
の
思
い
を
広
く
永
く
残
す
に
は
文
章
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
選
集
」
は
会
員
の
皆
様
の
、
そ
の

心
、
そ
の
思
い
を
伝
え
残
す
拠
り
所
で
す
。
こ
ぞ
っ
て
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
第
27
回
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

今
回
で
第
27
回
を
数
え
る
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
本
年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
の
テ
ー
マ
名
は
未
定
で
す
が
、
内
容
は
、
記
者
の
立
場
か
ら
見
つ
め
た
徳
島
の
文
学
に
つ
い
て
、

徳
島
新
聞
社
記
者 

柏
木
康
浩
氏
の
講
演
を
軸
と
し
、
同
氏
と
徳
島
大
学
教
授
で
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
、
依
岡
隆
児
氏
の
お
二
人
に
よ
る
「
徳
島
の
文
学
の
未
来
」
と
題
し
て
の
対
談
を
通
し
て
、
本

県
で
文
学
を
志
す
人
々
の
現
状
と
未
来
を
論
じ
て
頂
き
ま
す
。
文
芸
に
勤
し
ま
れ
る
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
自
分
の
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
絶
好
の
機
会
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

ご
多
用
中
の
こ
と
と
察
し
ま
す
が
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

１
、 

日
程 

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
２
日 

２
、 

場
所 

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
１
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

（
〒
７
７
０―

０
８
０
７
）
徳
島
市
中
前
川
町
２
丁
目
22―

１
） 

３
、 

開
場
13
時
00
分 

開
会
13
時
30
分 

終
了
15
時
30
分
（
以
上
予
定
時
刻
。
変
更
有
） 

●
清
々
し
い
秋
の
文
学
散
歩
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

秋
の
文
学
散
歩
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
徳
島
市
渭
北
地
区
に
古
い
時
代
に
開
山
さ
れ

た
３
寺
院
を
巡
り
ま
す
。
巡
る
お
寺
は
万
福
寺
、
弘
誓
寺
、
興
源
寺
の
３
寺
で
す
が
、
巡
る
順
番
や

待
合
せ
の
時
間
と
場
所
、
駐
車
場
等
に
つ
い
て
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

秋
の
文
学
散
歩
概
要 

日
時 

令
和
７
年
10
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
12
時
（
集
合
時
間 

午
前
９
時
30
分
） 

案
内
役 

 

西
池
冬
扇
（
副
会
長
）
様 

会
費 

 
 

無
料 
 
 
 
 
 

集
合
場
所 

万
福
寺
（
徳
島
市
吉
野
本
町
５
丁
目
２
）
駐
車
場
は
僅
か
し
か
停
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

文
学
散
歩
先
の
３
寺 

 
 

万
福
寺 

徳
島
市
吉
野
本
町 

真
言
宗
大
覚
寺
派 

山
号 

寶
珠
山 

本
尊 

聖
観
音 

 
 

弘
誓
寺 

徳
島
市
下
助
任
町 

真
言
宗
大
覚
寺
派 

山
号 

無
盡
山 

本
尊 

大
日
如
来 

 
 

興
源
寺 

徳
島
市
下
助
任
町 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

山
号 

大
雄
山 

本
尊 

不
動
明
王 

   

 

 
 

 
 

 

●
依
岡
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
が
、
モ
ラ
エ
ス
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
る
７
月
１
日
、
潮
音
寺
（
徳
島
市
西
山
手
町
）
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
学
者
モ
ラ
エ
ス
の
97
回

忌
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
長
き
に
わ
た
り
モ
ラ
エ
ス
顕
彰
に
力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ

た
他
の
人
々
と
共
に
、徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
依
岡
会
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
精
励
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

● 

竹
内
紘
子
様
の
小
説
『
鳥
居
き
み
子
』
が
、
全
国
中
学
校
課
題
図
書
に

選
ば
れ
、
ま
た
と
く
し
ま
出
版
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た 

児
童
文
学
の
竹
内
紘
子
様
の
作
品
『
鳥
居
き
み
子 

家
族
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
進
め
た
人
類

学
者
』（
く
も
ん
出
版
）
が
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
な
ど
が
主
催
す
る
、
第
71
回
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の
課
題
図
書
に
選
ば
れ
、
ま
た
第
49
回
と
く
し
ま
出
版
文
化
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
精
励
を
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。 

●
松
田
一
美
様
が
徳
島
県
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
！ 

 

「
徳
島
短
歌
」
代
表
で
徳
島
新
聞
徳
島
歌
壇
選
者
の
松
田
一
美
様
が
、「
徳
島
県
歌
人
ク
ラ
ブ
」

会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
、
若
い
人
た
ち
へ
の
短
歌
の
啓
蒙
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
今
後

ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

●
阿
波
木
偶
「
三
番
叟
ま
わ
し
」
が
韓
国
春

川

チ
ュ
ン
チ
ョ
ン

市
ウ
ニ
マ
世
界
人
形
劇

大
会
で
遺
産
保
存
賞
の
遺
産
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！ 

 

４
年
に
一
度
開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
事
業
の
一
つ
、
ウ
ニ
マ
（UNIMA

世
界
人
形
劇
大
会
）
に
、
日

本
代
表
か
ら
４
名
（
世
界
か
ら
37
名
）
が
受
賞
、
そ
の
う
ち
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
辻
本
様

と
、
中
内
様
、
南
様
の
阿
波
木
偶
「
三
番
叟
ま
わ
し
」
の
御
３
名
が
選
出
さ
れ
、
徳
島
伝
統
の
民
族

芸
能
が
世
界
の
舞
台
で
堂
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
の
誇
り
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
●
受
賞
記
事
の
訂
正
を
致
し
ま
す
。 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
通
信
第
２
０
０
号
の
授
賞
記
事
で
賞
の
記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂

正
い
た
し
ま
す
。
誠
に
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

（
誤
）
第
19
回
柳
壇
賞 

 

優
秀
賞 

 
 

松
尾 

初
夏 

様 

（
正
）
第
19
回
柳
壇
賞 

 
 
 
 
 
 
 

松
尾 

初
夏 

様 
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●
令
和
７
年
度 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
役
員
紹
介 

  

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
新
役
員
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。
今
年
度
、
久
し
ぶ
り
に
若
々
し
い
新

役
員
が
た
く
さ
ん
参
画
し
て
下
さ
り
、
本
会

の
若
返
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
新
機
軸
を
打

ち
出
し
た
い
も
の
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

顧
問 

竹
内
菊
世 

参
与 

岸 

積 

蔭
山
美
紗
子 

船
越
淑
子 

会
長 

依
岡
隆
児 

副
会
長 鈴

木
綾
子 

西
池
冬
扇 

辻
本
一
英 

岡
本
光
男 

理
事 

山
口
久
雄 

新
開
秀
毅 

山
本
泰
正 

松
田
一
美 

粟
谷 

健 

東
根
泰
章 

東
條 

孝 

永
松
宜
洋 

住
友
達
也 

山
崎
泰
子 

関
真
由
子 

北
野
ル
ル

岩
田
公
次 

小
林
光
子 

坂
井
陽 

鎌
田
正
浩 

坂
下
栄
治 

藤
居
光
夫 

伊
丹
悦
子 

（
太
字
は
新
し
く
理
事
に
な
ら
れ
た
方
） 

〔
担
当
役
割
〕 

会
計 

 
 

松
田
一
美 

会
費
管
理 

東
條 

孝 

事
務
局 

 

坂
井 

陽
（
局
長
） 

 
 
 
 
 

山
崎
泰
子 

増
田
裕
子 

監
事 
 
 

山
上
邦
夫 

藤
原
真
智
子 

編
集 

 
 

粟
谷 

健 

関
眞
由
子 

 
 
 
 
 

山
口
久
雄 

北
野
ル
ル 

会
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
宜
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

万
博
で
歌
い
、 

三
好
長
慶
と
徳
島
を
ア
ピ-

ル 

 

東
根
泰
章  

「
徳
島
県
の
歴
史
偉
人
」
を
紹
介
す
る
演
歌

『
三
好
長
慶
・
天
下
人
』
を
世
界
の
国
か
ら
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
た
、
日
本
の
最
大
イ
ベ
ン

ト
『
万
博
』
のEXPO

ア
リ
ー
ナMatsuri

大

ス
テ
ー
ジ
で
、
カ
ラ
オ
ケ
を
バ
ッ
ク
に
生
歌

で
発
表
し
ま
し
た
。 

大
阪
市
の
夢
洲(

ゆ
め
し
ま)

に
７
月
４
日

㈮
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
で
、
二
十
五
年
前
に
三

好
長
慶
会
を
結
成
し
た
出
水
康
生
氏
ら
と
登

壇
し
ま
し
た
。
司
会
者
か
ら
、
創
作
に
こ
め
た

作
詩
家
の
心
は
、
と
聞
か
れ
『
徳
島
県
か
ら
出

た
誇
る
べ
き
三
好
長
慶
の
活
動
の
足
跡
を
わ

か
り
や
す
く
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。』
と
こ
た

え
、
歌
手
の
立
川
俊
二
氏
が
、
熱
唱
し
ま
し

た
。 最

高
気
温
３
４
．
３
で
、
猛
暑
日
に
迫
る
暑

さ
の
中
、
場
内
か
ら
、
応
援
の
手
拍
子
が
聞
こ

え
、
東
根
、
立
川
氏
、
出
水
氏
の
三
人
は
顔
を

向
き
合
い
、
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

出
水
氏
が
、
織
田
信
長
よ
り
も
二
十
年
早

い
天
下
人
が
、
三
好
長
慶
で
あ
る
！
と
解
説

す
れ
ば
、
生
誕
地
の
三
好
市
三
野
町
か
ら
の

武
者
姿
の
４
人
が
、
ほ
ら
貝
、
鉦
の
音
を
響
か

せ
、
ス
テ
ー
ジ
下
に
並
ぶ
、
香
川
県
や
大
阪
市

内
な
ど
か
ら
馳
せ
参
じ
た
武
者
姿
の
四
十
人

共
々
、
勝
鬨
の
手
を
挙
げ
気
勢
コ
ー
ル 

す
ぐ
さ
ま
、
場
内
に
降
り
る
と
、
１
６
，
０

０
０
人
収
容
規
模
の
大
会
場
に
、
演
歌
『
三
好

長
慶
・
天
下
人
』
の
歌
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

大
き
く
流
れ
、
８
団
体
、
総
数
７
５
０
人
の
場

内
行
列
が
始
ま
り
、
２
５
分
間
に
わ
た
り
、
大

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

 

【
ひ
と
り
ご
と
欄
】 

 

 

シ
ッ
ド
・
ハ
レ-

が
還
っ
て
き
た 

 

藍 

人 

シ
ッ
ド
・
ハ
レ
ー
が
還
っ
て
き
た
。
と
言

っ
て
も
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
諸
氏
の
誰
が
彼

の
名
前
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
デ
ィ
ッ

ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス
の
英
国
を
舞
台
に
し
た
ス

リ
ラ
ー
小
説
「
競
馬
シ
リ
ー
ズ
」
（
全
４
４

作
）
に
登
場
す
る
隻
腕
の
調
査
員
の
名
で
あ

る
。 

「
競
馬
」
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
上
質
の
ミ

ス
テ
リ
ー
で
あ
り
上
質
の
冒
険
小
説
で
も

あ
る
。
「
一
作
一
主
人
公
」
を
原
則
と
し
て

い
る
た
め
一
作
毎
に
主
人
公
は
異
な
る
が
、

ハ
レ
ー
だ
け
は
４
回
も
登
場
し
て
い
る
。
作

者
の
ハ
レ
ー
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ

が
窺
え
、
読
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
主
人

公
と
な
っ
て
い
る
。
私
の
「
推
し
」
だ
。 

デ
ィ
ッ
ク
の
死
後
15
年
、
も
う
「
競
馬
シ

リ
ー
ズ
」
の
新
作
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い

と
諦
め
て
い
た
が
、
な
ん
と
、
彼
の
息
子
の

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
が
「
新
・
競
馬
シ
リ
ー
ズ
」

を
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
。
既
に
英
国
で
は

１
３
作
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
２
作

目
『
覚
悟
』
が
本
年
５
月
、
邦
訳
出
版
さ
れ

た
の
だ
が
、
そ
の
主
人
公
が
シ
ッ
ド
・
ハ
レ

ー
。
５
度
目
の
登
場
な
の
だ
。
思
わ
ず
某
書

店
の
店
頭
で
狂
喜
乱
舞
し
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。 

さ
あ
、
ス
コ
ッ
チ
片
手
に
今
宵
も
ペ
ー 

ジ
を
繰
る
と
し
よ
う
。 

  

 
 

五
十
年
後
の
ロ
ミ
夫
と
ジ
ュ
リ
江 

  
 
 
 
 
             

今
比
古 

 

―
ロ
ミ
夫
は
２
階
書
斎
、 

ジ
ュ
リ
江
は
１
階
台
所
― 

 

ア
ノ
な
あ
、
ち
ょ
っ 

 

エ
ー
？
何
か
言
う 

と
。 

 
 
 
 
 
 
 

た
ァ
？ 

う
ん
、
言
う
た
か
な
、 

エ
ー
？
聴
こ
え
ん
、 

わ
か
ら
ん
、
た
ぶ
ん 

  

用
事
？ 

独
り
言
じ
ゃ
。 

換
気
扇
回
り
よ
る 

 
 

急
ぐ
な
ら
降
り
て  

け
ん
、
と
ど
か
ん
、 

 

き
て
言
う
て
。 

て
言
い
た
い
ん
じ
ゃ
。 

わ
ざ
わ
ざ
行
っ
て 

 
 

も
う
急
が
ん
の
な 

言
う
ほ
ど
の
こ
と
で 

 

ら
後
で
言
う
て
。 

も
な
い
、
た
ぶ
ん
。 

後
で
な
ら
た
い
て 

 
 

も
う
！
用
無
い
時 

い
忘
れ
る
。
何
や
っ 

 

は
言
わ
ん
と
い
て
！  

 

た
ん
や
ろ
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
や
い
や
大
事
な 

 
 

紛
ら
わ
し
い
、
急 

こ
と
じ
ゃ
。 

 
 
 
 

ぐ
事
な
ん
？ 

 

愛
し
と
る
ん
か
、 

 
 

何
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い 

 
 

好
き
な
ん
か
、
ど
っ 

 

よ
ん
。
は
っ
き
り
せ 

ち
か
よ
う
分
ら
ん
、 

 

ん
な
あ
、
も
う
。 

こ
の
こ
と
じ
ゃ
！ 

 
 

ど
っ
ち
で
も
え
ー 

 
 

ア
、
ま
た
ア
レ 

か
ー
？ 

 
 
 
 

 
 

じ
ゃ
。
ア
イ
ス
か 

み
ぞ
れ
か
決
め
れ
ん 

の
や
な
。 

ど
っ
ち
で
も
え
ー 

 
 

早
う
決
め
な
皆
溶 

わ
、
と
に
か
く
上
が 

 

け
る
で
ぇ
。 

 

っ
て
き
て
く
れ
る
？ 

 

困
っ
た
も
ん
じ
ゃ
。 
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

ひ
と
と
き 

 
 
 

 
 

増 

田 

裕 

子 

 

「
こ
の
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
愛
す
る
国

の
た
め
に
死
ぬ
よ
り
愛
す
る
人
の
た
め
に
生

き
た
い
。」 

朝
は
気
ぜ
わ
し
く
、
腰
を
据
え
て
連
続
テ
レ

ビ
小
説
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

セ
リ
フ
が
ス
ト
ン
と
心
に
落
ち
て
ふ
と
皿
を

洗
う
手
が
止
ま
っ
た
。
そ
う
な
の
だ
。
あ
の
戦

争
で
死
に
た
か
っ
た
者
な
ど
誰
も
い
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
け
れ
ど
も
今
も
こ
の
地
球
の
裏
側

で
愛
す
る
人
の
た
め
に
生
き
ら
れ
ず
、
戦
場
や

故
国
で
多
く
の
人
々
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
兵
士
で
は

な
く
、
一
般
人
や
子
供
達
で
あ
る
。 

今
か
ら
５
年
ほ
ど
前
、
新
形
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
に
蔓
延
し
、
疫
病
が
収
束
す
る
の
を

ど
れ
だ
け
心
待
ち
に
し
た
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

疫
病
の
収
束
を
待
た
ず
し
て
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
戦
争
が
勃
発
し
た
。
そ
し

て
戦
争
と
い
う
疫
病
は
他
国
に
も
感
染
し
、
中

東
諸
国
を
中
心
に
世
界
は
不
安
定
化
し
、
国
連

の
機
能
不
全
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ

た
。
大
国
も
露
骨
な
自
国
第
一
主
義
を
掲
げ
、

停
戦
協
定
を
進
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
も
の
が
い
な
く
な
っ
た
。
世
界
の
超

大
国
は
ま
る
で
19
世
紀
に
逆
戻
り
し
た
か
の

よ
う
に
領
土
的
野
心
を
む
き
出
し
に
し
始
め

た
。
心
か
ら
恐
ろ
し
い
の
は
あ
の
時
代
と
は
違

い
、
人
類
が
す
で
に
核
兵
器
と
い
う
破
滅
的
武

器
を
手
に
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
Ｉ
Ｔ
技

術
を
す
べ
て
軍
事
転
用
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
体
私
た
ち
の
社
会
は
持
続
可
能
な
の
か
暗

澹
と
し
た
気
持
ち
に
お
そ
わ
れ
る
。
戦
争
は
一

旦
始
ま
る
と
終
わ
り
が
見
え
な
い
。
力
ず
く
で

法
も
正
義
も
ひ
し
ゃ
げ
ら
れ
、
独
裁
的
権
威
主

義
国
家
に
変
容
し
た
大
国
が
、
他
国
の
武
力
紛

争
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
も

は
や
ど
の
国
が
他
国
に
戦
争
を
仕
掛
け
よ
う
と

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
各
国

と
も
軍
備
増
強
に
忙
し
く
、
国
連
の
非
難
決
議

も
無
効
で
あ
る
。
厭
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
今

も
毎
日
戦
争
犠
牲
者
の
累
計
は
増
え
続
け
て
い

る
。
そ
の
数
は
た
だ
の
数
字
の
羅
列
で
は
な
く

心
奥
深
く
に
無
力
な
疼
き
を
覚
え
る
。
村
上
春

樹
氏
が
エ
ル
サ
レ
ム
授
賞
式
で
行
っ
た
『
壁
と

卵
』
の
ス
ピ
ー
チ
が
思
い
出
さ
れ
る
。「
高
い
壁

と
、
そ
こ
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
卵
が
あ
っ

た
ら
、
私
は
常
に
卵
の
側
に
立
つ
。
ど
ん
な
に

壁
が
正
し
く
、
卵
が
間
違
っ
て
い
て
も
、
私
は

卵
の
側
に
立
ち
ま
す
。
何
が
正
し
く
、
何
が
間

違
っ
て
い
る
の
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
人
も

い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
決
め
る
の
は
時
間
か
歴

史
で
は
な
い
で
し
ょ 

う
か
」。 

と
彼
は
語
っ
た
。 

後
世
の
未
来
に
墨
汁 

を
投
げ
つ
け
る
よ
う 

な
行
為
が
収
ま
る
の 

を
、
私
た
ち
は
祈
る 

よ
う
な
気
持
ち
で
待 

つ
し
か
な
い
の
で 

あ
ろ
う
か
。 

                                

前
年
度
末
月
に
随
筆
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
が
、
そ
の
成
果
が
、
本
年
度
の
と
く
し
ま
随

筆
大
賞
の
募
集
結
果
に
明
ら
か
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。
募
集
を
喧
伝
す
る
だ
け

で
な
く
、
や
は
り
応
募
し
た
く
な
る
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
手
配
り
が
重
要
な
の

だ
。
個
々
の
書
き
方
に
ま
で
立
ち
入
る
の
は
良
く
な
い
が
、
書
く
心
構
え
や
楽
し
み
方
、

目
の
付
け
所
な
ど
を
、
経
験
者
の
談
話
と
し
て
伝
え
れ
ば
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
は
た
ち
ま
ち

巷
に
溢
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
随
筆
セ
ミ
ナ
ー
は
大
成
功
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
時
と
所
を
変
え
な
が
ら
開
催
す
れ
ば
良
い
結
果
を
生
み
そ
う
に
思
う
。 

編
集
子 

『
台
湾
の
日
本
語
俳
句
』 

 

本
書
に
収
め
ら
れ
た
句
は
台
北
俳
句
会
創
立

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
会
員
の
作
品
の
中
か

ら
選
ん
だ
百
句
で
、
一
季
語
に
つ
い
て
一
人
一

句
と
し
た
。 

 

句
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
原
典
に
拠
り
、
ル

ビ
に
つ
い
て
は
台
湾
語
・
中
国
語
に
は
片
仮
名
、

日
本
語
に
は
現
代
か
な
づ
か
い
の
平
仮
名
と
し

た
。 

 

台
湾
独
自
の
季
語
の
分
類
と
解
説
に
つ
い
て

は
、
黄
霊
芝
の
著
作
を
参
考
に
し
た
。 

●
新
書
判
（
Ｂ
40
判
）
２
１
３
頁 

 

●
定
価
本
体
１
５
０
０
円
＋
税 

●
著
者 

福
島
せ
い
ぎ 

●
発
行 

な
る
と
俳
句
会 

   
 
 

 

『
人
形
の
ム
ラ
Ⅳ
』 

  
 

本
書
に
は
辻
本
一
英
氏
の
三
編
の
考
察
を
は
じ

め
水
本
正
人
氏
、
三
好
兼
光
氏
、
山
下
隆
章
氏
、
潟

見
英
明
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
考
察
し
、「
三

番
叟
ま
わ
し
」・
箱
廻
し
の
諸
相
１
の
研
究
編
を
構

成
し
て
い
る
。
特
別
寄
稿
と
し
て
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・

オ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
が
英
文
の
一
文
を
寄
せ
て

い
る
。 

 
 

本
書
で
は
香
川
県
に
お
け
る
『
木
偶
ま
わ
し
』

の
事
例
と
、
熊
本
県
の
「
か
し
ら
」
に
つ
い
て
の
考

察
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
県
と
比
較
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
三
番
叟
ま
わ
し
」
の
奥
深
さ
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

●
Ａ
５
判
２
１
２
頁 

非
売
品
●
編
集
・
発
行 

阿

波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存
会
・
阿
波
木
偶
文
化
資
料

館 

 
 
 
 

 

ほ
ん
の
散
歩
道 

最
近
書
籍
を
出
版
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
ま
す
。 

  

 


